







































































































































































Ｔ〃3－ ≠－ｐ 〃８－ Ｉ
固有初期異方性
Kb=ん(F;_ＫＥ－Ｔ）
Ｔ」9－ ＝-ｐ ，9－ Ｉ
複合初期異方性
Ｒｂ=ん(E-KE-T）
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図４－３体積変化を伴うせん断帯の
発生予測手順 図４－４支配方程式の特性変化
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図５－１速度依存性に関する補正係数
学位論文審査結果の要旨
学位論文審査委員会は平成１０年１月２６日に第１回審査委員会を開催し，論文内容の説明聴取・質疑
等一連の審議を慎重に実施した後，平成１０年２月２日に行われた口頭発表後に開催した最終審査委員
会において協議の結果以下の通り判定した。
弾塑性構成式を用いてすべり面やせん断帯の発生を数理理論的に予測するのが，本論文の目的であ
る。既往の代表的な塑性理論の理論構造を整理し，問題点のありかを明らかにした上で，従来の理論
の枠内で残っていた不整合を統一的に説明した。特に負荷基準の整理により，応力空間論とひずみ空
間論のあいだの相違点が合理的に説明され，理論体系の発展に貢献している。完全塑`性状態のみなら
ず，ひずみ軟化現象をも取り扱うことができる理論体系をつくりあげ，有限変形場での粘土の異方性
構成式を提案した。また，初期配置・現配置に関する客観性の原理と基準無差別の原理より，初期配
置と現配置の構成関数が各変数の等方関数となることが示された。
せん断帯の厚さをゼロと考えることによりすべり面の表現式をもとめ，すべり面が非排水単純せん
断と本質的におなじものであることが理論的に示された。またすべり面の生成条件をせん断帯の生成
条件から誘導している。瞬間単純せん断剛性と表面力速度の連続性条件を連立させて，すべり面の発
生予測に成功した。
以上の理論的な成果を実験的に確認するため，多数の粘土に対して一連の等体積せん断試験をおこ
なっている。これから粘土の時間依存`性に関する知見があらたに見い出され，従来からの経験則をう
まく説明できるようになった。
以上の結果を総合して，本申請者は博士（工学）の学位を受けるに値するものと判定した。
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